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研究活動
Research　Activities
大屋）こ那Mina　OYA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河口公男Kimio　KAWAGUCHI
［展覧会企画・構成・監修］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［保存修復処置］
「平成14－18年度新収蔵版画作品展」、国、Z西洋美術館、（2007年3　　　絵画修復処1置2点
」j611）－6月3日　　　　　　　　　　　額縁ボニファーテ。・ヴェ・ネーゼ偏、額修復処1馳2点（　・、llr　｝糸、E
「国、ン1進術館巡回展」企画・運営、姫路市立美術館、松本市）ミ術館、　　　生、河口公男）
2007年llll4日一12月2U（姫路）・12J」ll日一2008年2月3目（松本）　　　　　前庭彫刻《地獄の門》《カレーの市民》《考える人》《アダム》《エヴ
「フランク・ブラングィン展」（仮称）（2009年度開催予定）企lllli、国立西　　　　ア》《弓を引くヘラクレス》保守業務
洋美術館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屋内彫刻免震化業務（表面洗浄、彫刻取り付け金物製作、彫刻の
［執筆活動］　　　　　　　　　　石台座製作・石台座への醗）
r国一晒朕繍｛のコレクシ。ン＿序にかえて璋1轍、作、1鵬兇、　°ダン作品5点
編集、「国、Z美術館巡回展』カタログ　　　　　　　　　　　　　　　　　マイヨール作品5点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブールデル作品6点
［齢活動］　　　　　　　　　　　コワズヴ。作A］，1点　　　　（辺林，朕、河。公リ5）
他館等調査：「フランク・ブラングィン」展作品調査、カナダ・ナショナ
ル・ギャラリー（オタワ）、個人（カナダ）ほか、2007年5月31「1－6月4口　　　　　［調査研究］
「フランク・ブラングィン」展作品調査・ロイヤル・アカデミー・オヴ・アー　　　簡易すべり板免震装置の加皮実験のための基礎研究、愛矢1口1業
ツ（ロンドン）、ヴィクトリア・アンド・アルバー1・美術館（ロンドン）、ウィリ　　　　大学上木Il学科（N：　71〈徹彦教授）と共同調査
アム・モリス・ギャラリー（ウォルサムストウ）ほか、2007年9J」16H－9月
29日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［貸出業務］
情報・資料収集：松ノ∫幸次郎および松方コレクションに関する文献調　　　　絵画作品貸出処置3点
査」瞭　　　　　　　　　　　　械19年度巡回展貸牒務
「版1縢描室の活動」　　　　　　　　　　［工糊係］
作品購人に関する業務　　　　　　　　　　新館空調11、i・ワ＿キン蝶務
版1由i蝋データベース管理　　　　　　　　新館空調．11、・1一に伴う業務（緬食官収蔵庫積醐設陶塩）
閲覧者対応
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［招待発表］
［ll別　　　　　　　　　　　　　2007年ゲ。ティi刃際シンポジウム（イスタンブ＿ル）
象；欄ll雛3鮒工・カナダ゜ナショナル゜ギャラリー（オタワ）・　“Seismi・1・・1・・i・nf・・Th・G・…fH・II”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Symposium“Seismic　Mitigation　for　Museum　Collections”
L教育活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Istanbul，Pera　and　lnan　Kirak　Foundation　Pera　Museum
非常勤講師ll：：aS　Jj（大肇情報メディア表現論講師、2007年ll月8日　　　　J・　Paul　Getty　Museum　colloquium　Project，4th　and　5th　June，　07
L雛魏大学蝉部仏好聖講師・2007年11Jj29日・12月61・1　　　［ワ＿クシ。ップ招待］
灘灘llll陥野1寅会「°ダンと彫刻の象燃」’兵繍蹄憎・一噛㎞一㎞P－1n
留：12謙β゜膓it｝°n撚会「コレクションと美術館」・国立西洋美ilif　T…M・d・m・n　l8and　l9・…b・r，・7L・・d・・
国、ン：）ご術館巡1”1展講演会「松ノiコレクションと匡泣西洋美術館」、松　　　　［業務出張］
本峡術館・2°°8イ1朋19口　　　　　　　　簸シンポジウム、愛矢lll：瓢学、2。。7・｛・ll1J
l普及活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国アモイ・福州石台座製品検査、2008年3月
来館渚’対応：ソルボンヌ大学ルメン教授、国、k西洋美術館、2007年
10JllOH
UNESC°視察・附・，q洋美術館・2°°7年11　Jコ911　　　　　川Ll雅rM。，ak。　KAWAGUCHI
来館グループ対応：慶態義塾中学校、国、k西洋美術館、2007年II
月7日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［情報資料室の活動］
L夕梛資金］　　　　　　　　　　　　研究資料センターの公1腿川
・F成19年度ポーラX3一術財団研究助成金「フランク．ブラングイン研　　　　国立西洋美術館所蔵作品データベースのウェブ公開qi本語版）
究」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　収蔵作品データ整備（絵画、彫刻、L芸、版1由1、素描、、li：籍等0）来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歴・展覧会歴・文献歴データ変換、版1由ill町像デジタル化、　lll仔版1総
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目録』からの遡及入力）
6〔1
・ソ」．ブ→i一イト（ノ）全lrliリニ：1．一アル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f左鵬きIll〔N’・j－　Na（）ki　SATO
資料コーナーの公1｝目運川
。－t．棚トバー、ドメ蝋・贈　　　　　　　［賊飴llll臼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11’ノでル！＼ルノ・・ノ・ン＼ノースホイ1企1由i・督嶋」1～・ll｝1，l　fl参、200841｛9）j301i－
1｛1胱1、励幽　　　　　　　　　　　　　12J」7111職1綻〔°ンドン・「’イヤル’アカデミー：2007イ1三61」241卜9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月71D
I鰺雌lll埋1遍1饗」展【lll麟蝋1ゼlll『：着1！蹴．1よ　小企1・1榊川lrl…マネス・脇蝦」・版1・1・酬展示室・、
2・・8年、PP．5．17　　　　　　　　　　　2（）°7年G月12日一S月2・川MllE
ll頭発表：「）ミ術fiゼiにおけるアーカイブの位置とli∫能性1）隻術リこ学　　　　［デユーラー版lllli素描展（仮）1企画’構成’監ll参・2010年10）1ド旬一
会）セll；1館博：物館委員会来西合1・llシンボジウム1学芸員の逆襲：ミュ　　　2011年1月1ぐ旬開催1ワ定
一 ジアムの過去・現在・堵之来1、叫｛京都美術館；Illl享堂、20〔｝7年4月21日　　　　　．q・1・録：「LR　R。ttlr、ls，「12　）］・、2007｛1・、1，1，．18．22）　　　　　　［・誹踏li胱1働；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハンマースホイ展：ロンドン展の準備、コヘンハーゲンで出品交渉お
1調査活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よび調査li月：究
エフ．ILメラ（・過性資窄：1・）の整理・公開方法についての検討’　　　　　　　デューラー版lllll素描展：オーストラリア、メルボルン・ヴィクトリア）G術
他機関調査：ワシントン、ナショナル・ギャラリー学芸記録部門・liiJア　　　　館とHll11il交渉および作lllll調査
一 カイブズ部門、アメリカ美術アーカイブズ、国、k肖像画館（ワシント　　　　「デューラーとイタリア版画　　ヤーコボ・デ・バルバリとマルカントニ
ン）図，ll：館等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ・ライモンディをめぐって」’r成15年度一18年度科学研究’t　if補助
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈セ　 Jl緊　餌霊　イiJlニ　ブピ　　（　 i3　）　　　幸1乏　I　I　i－　　l　t　｝：　　（　｛iJtニ　プヒ　 で　t　　2ミ　　K．　　：　　　 b｝，1　　峯ttii　　　宣11 ）
【外部資金1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ドイツ・ルネサンスの版画芸術、アルブレヒト．デューラーをlll心に」
・1勺」気lg年1葉llns　「」二：術寸辰募嘩会不：1・　tj：：fiJ「ラ埴望1～補yカ＜1＞qり「ラ七1茂果玄U珊f足　　　　　∫巡llllJi－C「神々とド1烈ミ．」1氾念1講1寅、／1臣lufilli、’ノニ）隻子’ドf典官、2007年IIJ」1811
進費）r剛晒洋）3術館所蔵作　lllデータベース」　　　　　・賊19イ1渡一20イ1渡科糊・刎？σ、！盤li胱（A）般）rl91il，細轍
［その他の欄　　　　　　　　禦る「ラファエッ゜川」1腿び川究」デューラー’リバイノ｛ルに
Illlリく学」1常勤講自・l」「襯撹教育メディア論」・2007年101」　20（）8　P・hl晒1横　1・、・館5。贈記念：i／，1・1・選瑛1｝徽の，臓準備と期乏1交
｛卜3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i］・1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イノド1㌔1㍉角∫誤1診色II／Iこ1　、’ノニ　）隻そ示」二負、’｛i≦≦≦1lIlJJ…と　　114　、’／二12tf亨Y－・）：三i，li」二f亘ゴ｛，リ「Jl塾こ　　ヨー　ロ・ソノ｛r）二き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　術の精1’1’6』カタログ
十辱1ll輝　Akira　KOFUKU　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「研究企llbi室の21斤動1
［資料翻，沢．1　　　　　　　　　　　　　20〔｝「・　｛1渡1”［　i：tl西1横予1；IW幽乏N・・41蝋ll集
力＿レル．ファン・マンデル『絵画，ll・：』翻訳（D「ファン・エイク兄弟」、　　　展覧会企画計lilllσ）調整
『匡hヒ西洋美そ’llJ；角’i研；究糸己要』No」2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　インターンの採川のF凋整
［講漁ど1　　　　　　　　　　額研ヲ闘剛の灘
「ブリューゲルの《イカ。スの1・漢落》と隠されたイタリア抽1姻徽　　酬剛乏の灘
術館2007イ団1　　　　　　　　　　　　［教ftr、・i、irf動1
「ルーベンスのなかのブリューゲル」・鹿児島ll∫、Dご術館・2007年8月　　　　11as女f大学文学部史学科、Iil脳‘：西洋）隻1111・史「ロマンi磯の）そ
「西洋絵画への誘い：ラフとスムーズ」、高岡llbDミ術f1官、2007年8月　　　　術」、2007年4）j－8月
「フェルメールの《牛乳をそそぐ女》とオランダ風俗画のlll：界」（全2　　　東京藝イ・itj二大学）隻術tjf：部芸術学科』’芋講「llこ1、1〆：西1羊）t’術館の作llrti”：）ik］
liil）、NHK　lij：山文化センター、2007年10月　　　　　　　　　　　　　　　　査イi，1究」、2007年9月一2（）08年3月
　　．、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国．立美術館巡1司展講演会「アルブレヒト・デューラーの版画芸術」、
［調イ瀟動1　　　　　　　　　　　　　2007年ll）ll81i、姫路ll∫、瑛争1∫館
大英博物館版lllll素描室でオランダ・フランドル版1由iに関する調査
「ノレー・ゲノレ）隻争lt∫負官趣桑・　　17111：糸己ヨーロッノく糸会lllli」（2009向三1｝卜J　Mi）0）江畦
備
「レンブラント展」（仮）（2011年開催1劣ヒ）の準備　　　　　　　　　　　　　新藤淳Atsushi　SHINFUJI
撃謝服獅澁雛1望甥繍櫨繍llス　［〃－e一覧会補イ左1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［－iil、1え1衛洋）3・　iFJ：館：「ムンク展」、2007イr　10）J611－20〔〕8イrU」6jl　VI：j　tik、
L教育活動1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同展覧会カタログの編集補助・作llll解説の分担執筆
お茶の水好大救教育轄【蜥鋤講師・2007匂0）」－2008｛1モ3　［調儒動1
月
嫉術職繍I」1・常燗・l」、2・・71114　J」－2・・8・i・31j　禦製1購：，繍、繍締ll燃キリスト》（P・198°一：3）お
［汗及活動」
展覧会カタログ『llミ1、Z西洋美術；館所蔵ヨーロッパ美術の精lll剛作品
臓鱒l　　　　　　　　　　　i期めぐみM。g。mi　J【NGAOKA
［その他」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［展覧会調査活動］
新潟恥近候術負鰍懸員　　　　　　　　「コ。v－．．光と臆の1窃奏曲」展の調酬・，備
鹿島美術財’1・J’i推薦委員
61
［研究活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［その他］
論文等：「「プール』L’Art一産業への芸術の応川、あるいはブルジョ　　　　イギリス、ギャルピン楽器学協会員
ワジーのための美術雑誌」『比較文学研究』90　X“・2007年10月・　　　1」本ヴィオラ・ダ・ガンバ協会員
pp．4－23
作品解説『国立美術館巡回展国立西洋美術館所蔵ヨーロッパ美
術の精華』カタログ
「島本涜『美術カタログ論一記録・記憶・言説』」（書評）『比較文学　　　　寺島洋子Yoko　TERASHIMA
研究』89号、2007年5月、pp」98－201
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［教育普及活動］
［教育活動］　　　　　　　　　　　　rFun　with・C。llecti。n見る楽しみ・矢ll誌び＿美術史．1陽．修復
博物館職員講習講義「西洋美術史」、国立教育政策研究所社会教　　　　編」企画・構成・実施、2007年7月1日一8月31H
育実践研究センター・2007年5月24日　　　　　　　　「パルマ展」ジュニア．，〈スポ＿ト
騒辮翻辮聡1階己フランス美術と白然蟻」・姫路　インターンシ・プ・プ・グラム指導
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボランティア・プログラム指導
［外部資金］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小・中学校教員のための夏期研修会の企画・実施
平成18－20年度科学研究費若手（B）「芸術遺産資本の表象一19　　　ファミリープログラム企画・実施
田細ムの挿絵入り畑f撒物に関する調査研究」　　　　・F成19鞭美術館を活用した鑑鰍育の充実のための指・儲研
［社会貞献］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　修・2007年8月6日一8口
各種委員会委員等：東大比1咬文学会書評委員　　　　　　　　　　　　匡位美術館アートカードセット開発
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［報告岩：］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’F成19年度美術館を活川した鑑賞教育の充実のための指導者研
高梨光iEl　Mitsumasa　TAKANASHI　　　　　　　　　　　　　修・2007年ll月17日
隈覧会］　　　　　　　　　　　［その他の活動］
1，、1晒喉術館，「，、ルマイタリア美術、もう．つの都」、2。。7年5月　2°°8年Fun　with　C・11ec‘i・・の輪゜調査
29目一8月26口開催、同展覧会カタログの編集　　　　　　　　　　　　2009年6月開催予定小企画展準備・調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　短期在外研究「高齢者プログラム調査」ロンドン（U．K．）、2008年3月3
［研究活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［1－5月2Li
論文等：「明ll音において崇高な」「パルマイタリア美術・もう一つの都』　　　全国）こ術館会議会合共同企ll町および実施：第32回会合、2008年2月
展カタロ久読売新聞社、2007｛i三、pp．38－43　　　　　　　　　　　　　　　　　28日・29日
シンポジウム：「パルマ派美術研究の現在」の開催　　　　　　　　　　　東京大学人文社会系研究科併任助教授、2007年4月一2008年31j
i雛騨藁撫灘轍翻鼎21轡学院言語社会研究構2°°鞭「1一2°醐1
招1「・与研究者テキサスキリスト教大学教授バベット・ボーン、テキサス　　　武蔵野美術大学通信教育課程「造形ファイル」外部評価委員、2006
大学准教授メァリー・ヴァッカーロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　年11JJlLI－2009年3月31LI
li頭発表：「ピッティ美術館所蔵、ジョルジョ・ガンディー二・デル・グラ　　　　財1寸1法人日本海事科学振興財団評議i員、2006年10月1［1－2008年9
一 ノ（？）《聖母fと聖ミカエノレ、幼い洗礼者聖ヨハネ、聖クリストフォル　　　月30日
ス》Vitlgir？e　ond　Chitdω～〃～SS．　Michoel－Angel，　John，　Christoρhorus
を巡る調査報告」、シンポジウム：「パルマ派美術研究の現在」（国立
西洋）隻術館講堂、8JJIO日）
「lll松ノiコレクションにIII来するイタリア絵画の調査報告」、美術史学　　　　村ヒ博哉Hiroya　MURAKAMI
会東支部例会、東京芸術大学、2008年1月26Ei
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［講演等］
刷査活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ルソーの都会風景と日本の洋画家たち」（「ルソーとll本」シンポジウ
収蔵作品調査等：個人蔵IH松ノiコレクションの15－18世紀イタリア　　　ム、島根県立美術館、2007年4月22日）
替麟灘驚講，撫およ劇前1庶）の来歴調査お　器職魏（国立美術館巡燃連講演会・松7t・〈・・ii　）Zt術館
llミ位西洋美術館所蔵グエルチーノ《ゴリアテの頭をもつダヴィデ》
（P．1998－1）のパルマのファルネーゼコレクションからの来歴に関する　　　　［その他］
調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京大学大学院非常勤講師（文化資源学）
1鱗辮羅灘灘灘罵舗馨霧糞禽画　
母》（購入候補作品）の調査
2007年度科学研究費補助金（基盤研究（C））、題日「15－17世紀パ
ル「『派美術の歴史的再構築に関する調査研究」（研究代表者高梨　　　　横山佐紀Saki　YOKOYAMA
光止）
展覧会調査：2009年9月開催予定「占代ローマ彫刻」展開催準イ蒲　　　　　［展覧会関係教育普及活動］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イタリア・ルネサンスの版画展：講演会実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パルマ展：和文作品リスト、英文作品リスト、会場作1’TI’1解説パネル、講
（）2
演会実施、光生のための鑑賞フTlグラム実施、学校団体lliJけオリエ　　　　［酋二及活動】
ノフー一ンヨノ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来f1官～「案1勾：’llケF｛曽等攻己）］tstL卜’、20（）8年31」1111
ムンク展：T；11文f乍llllllリスi・、英文1乍llllllリスト、会｝易11illlIl角’I　lr兇ノ、才・ル、，，“1：
演会実施、11VG　llliiヒll央会実乃色、先生のための鑑賞プログラム実施、障　　　　［その他1
がい勲ための鑑賞プ貯7ム「コンサ：トととも1謹しむ！・ン嬢　　フでレ・ッ．．文化財・美　1・、鱗捌　ll，11絹額イ，胱員（2・（｝7イ剛j22
糊鮒絵隆lllll°実施・学校団体’椥1剛ナオリエンテー・・ン　　ll－］oJJ2111）
ウルヒーノのヴィーナス展：和文作品リスト、英文作品リスト、会場作
“nll角午ll兇ノs才、」レ、μ1肯ゴt碇∫r？’ノξ乃色、1「ミナ坊Jljfり㍉51：tl角1f’μ兎ノく才、」レttilノく文’］’二）1反（A4
版）制作、L野ロータリークラブ卓話「ウルビーノのヴィーナス展概
‘要一1、2008｛卜1月3111
【常設展関連教育ii　fiZ及活動1
FUN　DAY　2007企Plli・’夫三方色、2007イ1三5月1211・13］1
障がい者のための常設展特別鑑賞会、石｝画・実施、2007年4月14日
「祈りの中世　ロマネスク美術写真展」講演会4実施
「ヒ野さくらまつり」講演会’実施
「ヒ野さくらまつり」関連パンフレット制作「春・うえの・桜花で巡るコ
レクション」
常設展作品リスト（和文・英文）制作
［調査・研究活動］
全ll本博物館学会参加、お茶の水女r一大学、2007年6月3日
文化資源学会第12回研究会参加、東京都）t術館、20（）7年101」271i
／勺』～19年度1導牛勿館玉職員講習講師（i几i2、f’）こ1争ド∫りLL●：31L｝1昌」）、2007年5jj
23日
’ド成19年度笹川科学研究助成「k術館における高齢者対象プログ
ラム開発のための基礎研究一高齢来館者ニーズと学習に適合した
プログラム内容の提案」（研究代表者：IT巨位西洋）こ術：館学芸課教育
普及室酒井敦子）共1司研究者
［その他］
OPEN　museUmプロジェクト：パンフレット、プログラム案1人1制作
サービスデイズ、企1由i・準備、2007年9月22－24［］実施
春のOPEN　museum協力、2008年3月25日一301i
全日本博物館学会奨励賞受賞
『ゼフユロス』No．32ファン・デー報告「FUN　DAY　2007を終えて」
渡辺晋輔Shinsuke　WATANABE
［展覧会企画・構成］
「ウルビーノのヴィーナスーIli代からルネサンス、美の女神の系譜」
駐忌、「igl、’i．1几iギρ美彿∫食官、2008イト3月4日一5月181　i
［研究活動］
著，1｛二：「ウルビーノのヴィーナスー占代からルネサンス、美の女神の
系譜』展カタログ
論文：「横たわる裸婦の図像と《ウルビーノのヴィーナス》」ヒ記カタ
ロ久pp．42－47
翻訳：ヒ記カタログ作品解説等
［研究発表］
シンポジウム「ルネサンスのエロティック美術」発表「ウルビーノのヴ
ィーナス展紹介」、国、Z西洋美術館1｛茜i堂、2008年3月29日
［教育活動］
日本経営クラブ講演「ウルビーノのヴィーナス展について」、国、Z西
言羊）ミiそボ∫負官、2008イト3月7日
イタリア文化会館講演「ウルビーノのヴィーナス展の概要」、イタリア
文化会館、2008年3月13日
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